
  

 

 

 

 

 

乙巳にふさわしい一年にするために 

教務主任 小野 泰大（社会科） 

２０２５年がスタートしました。年度の途中ではございますが、新年を契機に気を引き締め直し、日々

の教育活動により一層励んでまいりたいと思います。今年もよろしくお願いいたします。 

 まずは昨年末の話となりますが、生徒・保護者対象の学校アンケート、生徒対象の授業評価アンケー

ト、教職員対象の教育課程・教育活動に対するアンケートを実施しました。ご協力いただいた皆様、あ

りがとうございました。特に、自由意見では数値だけでは測ることのできない、高井戸中としての誇れ

る点や改善すべき点など、学校の現状を把握することができました。こうした貴重なご意見を真摯に受

け止め、教職員で現状に対する共通理解を図るとともに、よりよい教育活動を行うためにはどうすれば

よいか、学校運営協議会の方々のご意見も頂戴しながら、各担当で検討を重ね、改善を図ってまいりま

す。なお、アンケートの結果につきましては、来月号に掲載させていただきます。 
 

さて、話は変わりますが、今年は「へび年」。正確には「乙巳（きのとみ、いっし）」という 60 年に

一度訪れる干支（十干
じっかん

十二支
じゅうにし

）にあたります。十干にあたる「乙」はしなやかにのびる草木の様子から、

“困難があっても紆余曲折しながら進むこと”を、十二支にあたる「巳」は、脱皮し強く成長するへび

の姿から、“再生と変化”をそれぞれ表していると言われています。また、こうしたことから、「乙巳」

の干支は、『努力を重ね、物事を安定させていく「成長と結実」の年』とも呼ばれています。 

せっかくなので、社会科教員らしく、これまでの「乙巳」の年についても調べてみましたが、歴史の

当事者からすると、「成長と結実」と呼べるのではないかと思える出来事が過去にも見つかりました。 

・中大兄皇子が蘇我氏を倒し（乙巳の変）、大化の改新が始まった年〔645〕 

・壇ノ浦の戦いが起こり、平氏から源氏へ武士の頂点が変わった年〔1185〕 

・日露戦争を経て、国際的な存在感が高まった年〔1905〕 

・経済発展が著しく進み、高度経済成長期に突入した年〔1965〕 

 

こうした歴史的な出来事と同様に、高井戸中としてもこれまでの活動を基盤に、「成長と結実」を実感

できる飛躍の一年となるよう、教職員一同、生徒とともに邁進してまいります。保護者の方々や地域の

皆様におかれましては、これまでも本校の教育活動に多大なるご理解とご協力をいただいておりますが、

２０２５年も引き続き生徒たちが安心して学べる環境を整えられるよう、ご支援をお願いいたします。 

季節は大寒の真っただ中ですが、冬の寒さの後には暖かい春が必ず訪れるように、困難の先には必ず

新しい希望が待っています。保護者の方々や地域の皆様との連携を大切にし、生徒一人一人の成長をサ

ポートしていける高井戸中でありたいと考えております。 

高中だより 
教育目標  ゆたかな人  ねばり強い人  たくましい人  よく考える人 
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２月の予定 

３（月） 朝礼 14（金） （放）中央委員会 

４（火） 安全指導 避難訓練 15（土） 土曜授業〔学校公開〕 卒業生講話（２年） 

５（水） 45×４  都立一次・前期〈出願〆切〉  新入生保護者説明会 

６（木） （放）アンネのバラ委員会 17（月） 生徒朝礼 

10（月） 都内私立高校一般入試 始 18（火） 部活動停止期間（～27（木）） 

１１（火） 建国記念の日 休日 21（金） 都立一次・前期〈検査日〉 

1２（水） ①がん教育講演会（２年） 職員会議 23（日） 天皇誕生日 休日 

 都立一次・前期〈取下げ〉 24（月） 振替休日 休日 

 （放）アンネのバラ委員会 25（火） 学年末考査（～27（木）） 

13（木） ⑥専門委員会 都立一次・前期〈再提出〉 28（金） ①～⑤実力テスト（１年） 

 

 

 

                              キャリア教育担当 齊藤 夏織 

１月 18 日（土）にフォーラム 21から 12 名の講師をお招きしてキャリアガイダンス（全学年対

象）を実施しました。様々な企業で活躍される講師の方々のお話は、仕事内容だけでなく、仕事にか

ける思いや、今後社会で生き抜くために必要な力など、生徒の将来の幅を広げる内容が盛り込まれ

ており、目を輝かして真剣に聞き入る姿が随所で見られました。 

学習後には、「私はずっと将来の夢がなかったが、お話を聞いてから、自分の将来について考える

ことが楽しくなった。」「人の役に立つ仕事をすることが、自分のためになるということがわかった。」

「世のため、人のために何ができるか、自分でしっかり考え、実行していきたい。」といった言葉が

生徒から聞かれました。今回の学習を未来につなげていってください。 

 

 

キャリアガイダンス 

～講義してくださった官公庁・企業～ 

〇１学年 

・NTT  ・警察庁  

・文部科学省 ・出光興産 

 

〇２学年 

・厚生労働省  ・三菱商事  

・電通   ・外務省 

 

〇３学年 

・大日本印刷  ・鹿島建設  

・総務省  ・日本製鉄 


